







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 図2 円成寺実測図（『大和古寺大観』）  
図3 花館伽藍図（前川2008に加筆）  
（基同は昭和39年都市計画図。楕円部は、金鶏山から延びる尾根。現状では確認できない）  





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図4毛 越 寺 と観 自在 王 院
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図5 御室地域復元図（上村20掴に加筆）  
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瀞 『1響'鱈 だ 辱
一航 癬 甑 ド ∵ ㌧滋 』
=詳癒 ・枢 騙 一ド ∴ ふ 一::1簗 灘 う辱
聾4
＼で'胃 ∵ 学}"獄 謡》 護
写真2京 都 ・衣 笠山の山容(立 命館 大学構 内 より)
28
注
(
1
)
た
だ
し
、
ほ
ぼ
同
形
の
中
島
は
、
近
年
の
浄
瑠
璃
寺
庭
園
整
備
発
掘
調
査
成
果
に
よ
る
と
鎌
倉
時
代
に
築
か
れ
た
盛
り
土
造
成
で
あ
り
(
『浄
瑠
璃
寺
庭
園
第
二
次
発
掘
調
査
現
地
説
明
会
資
料
』
二
〇
一
二
年
)
、
中
島
の
形
は
観
自
在
王
院
が
先
行
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
(
2
)
『中
右
記
』
大
治
四
(
一
一
二
九
)
年
正
月
六
日
の
叙
位
の
記
事
に
は
、
「
従
四
位
下
源
顕
俊
〈
陸
国
〉
」
(
〈
〉
は
割
注
)
と
み
え
、
陸
奥
守
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
保
延
元
(
一
コ
ニ
五
)
年
六
月
日
付
の
藤
原
敦
光
申
文
に
は
、
信
雅
が
大
治
三
年
正
月
に
陸
奥
守
に
補
任
さ
れ
た
と
み
え
る
(
『本
朝
続
文
枠
』
巻
六
)
。
庭園文化にみる京都と平泉
【参
考
文
献
】
伊
藤
延
男
「
浄
瑠
璃
寺
」
『大
和
古
寺
大
観
』
入
問
田
宣
夫
『日
本
史
リ
ブ
レ
ッ
ト
一
八
上
原
真
人
上
村
和
直
遠
藤
基
郎
遠
藤
基
郎
大
矢
邦
宣
及
川
司
鎌
田
勉
第
七
巻
岩
波
書
店
一
九
七
八
年
都
市
平
泉
の
遺
産
』
山
川
出
版
社
二
〇
〇
三
年
「
秀
衡
の
持
仏
堂
ー
平
泉
町
柳
之
御
所
遺
跡
出
土
瓦
の
一
解
釈
-
」
『京
都
大
学
文
学
部
研
究
紀
要
』
第
四
〇
号
二
〇
〇
一
年
「
御
室
地
域
の
成
立
と
展
開
」
『仁
和
寺
研
究
』
第
四
輯
二
〇
〇
四
年
「
平
泉
藤
原
氏
と
陸
奥
国
司
」
入
間
田
宣
夫
『東
北
中
世
史
の
研
究
』
上
巻
高
志
書
院
二
〇
〇
五
年
「
基
衡
の
苦
悩
」
柳
原
敏
昭
編
『平
泉
の
光
芒
』
吉
川
弘
文
館
二
〇
一
五
年
『平
泉
浄
土
を
め
ざ
し
た
み
ち
の
く
の
都
』
河
出
書
房
新
社
二
〇
コ
ニ
年
「
十
二
世
紀
前
半
期
の
平
泉
」
『都
市
・
平
泉
ー
成
立
と
そ
の
構
成
1
』
日
本
考
古
学
協
会
二
〇
〇
一
年
度
盛
岡
大
会
研
究
発
表
資
料
集
二
〇
〇
一
年
「
平
泉
町
花
立
H
遺
跡
出
土
の
瓦
に
つ
い
て
(そ
の
一
)
」
『岩
手
県
立
博
物
館
研
究
報
告
』
第
三
一
号
二
〇
一
四
年
29
鎌
田
勉
「平
泉
町
花
立
H
遺
跡
出
土
の
瓦
に
つ
い
て
(そ
の
二
)
」
『岩
手
県
立
博
物
館
研
究
報
告
』
第
三
二
号
二
〇
一
五
年
(財
)
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
編
『院
政
期
の
京
都
白
河
と
鳥
羽
付
法
金
剛
院
・
法
住
寺
殿
』
京
都
市
・
(財
)
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
二
〇
〇
七
年
工
藤
圭
章
「
円
成
寺
」
『大
和
古
寺
大
観
』
第
四
巻
岩
波
書
店
一
九
七
七
年
古
藤
真
平
「
仁
和
寺
の
伽
藍
と
諸
院
家
(下
)
」
『仁
和
寺
研
究
』
第
三
輯
二
〇
〇
二
年
司
東
真
雄
「
中
尊
寺
初
期
経
営
の
宗
派
観
」
『岩
手
史
学
研
究
』
一
七
一
九
五
四
年
田
村
剛
『作
庭
記
』
相
模
書
房
一
九
六
四
年
角
田
文
衛
「
平
泉
と
平
安
京
-
藤
原
三
代
の
外
交
政
策
1
」
『奥
州
平
泉
黄
金
の
世
紀
』
新
潮
社
一
九
八
七
年
野
口
実
「
法
往
寺
殿
造
営
の
前
提
と
し
て
の
六
波
羅
」
『院
政
期
の
内
裏
・
大
内
裏
と
院
御
所
』
文
理
閣
二
〇
〇
六
年
藤
島
亥
治
郎
『
平
泉
建
築
文
化
研
究
』
吉
川
弘
文
館
一
九
九
五
年
誉
田
慶
信
「
日
本
中
世
仏
教
の
な
か
の
平
泉
」
『平
泉
文
化
研
究
年
報
』
第
一
三
号
二
〇
一
三
年
誉
田
慶
信
「平
泉
仏
教
の
歴
史
的
性
格
に
関
す
る
文
献
資
料
学
的
考
察
」
『平
泉
文
化
研
究
年
報
』
第
一
四
号
二
〇
一
四
年
誉
田
慶
信
「院
政
期
平
泉
の
仏
会
と
表
象
に
関
す
る
歴
史
学
的
研
究
」
『平
泉
文
化
研
究
年
報
』
第
一
五
号
二
〇
一
五
年
前
川
佳
代
「平
泉
の
都
市
プ
ラ
ン
」
『寧
楽
史
苑
』
第
四
五
号
二
〇
〇
〇
年
前
川
佳
代
「
平
泉
の
苑
池
」
『平
泉
文
化
研
究
年
報
』
第
一
号
二
〇
〇
一
年
前
川
佳
代
「
「
苑
池
都
市
」
平
泉
ー
浄
土
世
界
の
具
現
化
1
」
『平
泉
文
化
研
究
年
報
』
第
八
号
二
〇
〇
八
年
前
川
佳
代
「
奈
良
と
平
泉
ー
な
ら
学
談
話
会
報
告
ー
」
『奈
良
女
子
大
学
文
学
部
研
究
教
育
年
報
』
第
八
号
奈
良
女
子
大
学
文
学
部
前
川
佳
代
「
平
泉
の
宗
教
施
設
と
風
水
思
想
」
『都
城
制
研
究
(七
)
』
奈
良
女
子
大
学
古
代
学
学
術
研
究
セ
ン
タ
ー
二
〇
=
二
年
二
〇
=
年
30
前
川
佳
代
「
平
泉
の
馬
場
殿
ー
平
泉
・
鳥
羽
・
宇
治
」
舘
野
和
己
編
『
日
本
古
代
の
み
や
こ
を
探
る
』
勉
誠
出
版
二
〇
一
五
年
前
川
佳
代
・
島
原
弘
征
「平
泉
無
量
光
院
の
造
営
プ
ラ
ン
ー
G
I
S
の
利
用
に
む
け
て
の
試
論
1
」
『古
代
学
』
第
六
号
奈
良
女
子
大
学
古
代
学
学
術
研
究
セ
ン
タ
ー
二
〇
一
四
年
丸
山
仁
「奥
州
平
泉
と
京
-
摂
関
家
を
中
心
に
」
入
間
田
宣
夫
編
『東
北
中
世
史
の
研
究
』
上
巻
高
志
書
院
二
〇
〇
五
年
森
葱
『中
世
庭
園
文
化
史
』
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
学
報
第
六
冊
一
九
五
九
年
森
悪
『寝
殿
造
系
庭
園
の
立
地
的
考
察
』
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
十
周
年
記
念
学
報
(学
報
第
一
三
)
一
九
六
二
年
森
薙
『作
庭
記
の
世
界
』
N
H
K
ブ
ッ
ク
ス
一
九
八
六
年
八
重
樫
忠
郎
「平
泉
・
毛
越
寺
境
内
の
新
知
見
」
橋
口
定
志
編
『中
世
社
会
へ
の
視
覚
』
高
志
書
院
二
〇
=
二
年
八
重
樫
忠
郎
『
シ
リ
ー
ズ
「遺
跡
を
学
ぶ
」
一
〇
一
北
の
つ
わ
も
の
の
都
平
泉
』
新
泉
社
二
〇
一
五
年
庭園文化にみる京都と平泉
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
京
都
平
泉
浄
土
庭
園
都
市
奥
州
藤
原
氏
摂
関
家
31
